
那覇市若狭公民館　指定管理者
NPO法人地域サポートわかさ

館長　宮城　潤

多文化共創ボランティアラーニング・フォローアップ学習会	
公民館活動の可能性 
～那覇市若狭公民館の取り組み～



■ そもそも「公民館」って？ 
■ 若狭公民館のエリア概況と地域課題 
■ 取り組みの留意点 
■ 具体的な取組事例 
　（防災・パーラー公民館・子どもの居場所・多文化共生） 
■ つながるの中にいる人／いない人 
■ 生涯学習の拠点施設として

本日の内容



1945年　第二次世界大戦終結 
1946年　『公民館の建設-新しい町村の文化施設』発行（寺中構想） 
　　　　「公民館の設置」に関する文部次官通牒発出 
1949年　社会教育法公布・施行

公民館は、人々が戦争の荒廃から立ち直り、地域の生活を切り拓く力
を獲得するための施設として構想された。 
社会教育機関、社交娯楽の機関、町村自治振興の機関、新しい時代に
処すべき青年の養成に最も関心を持つ機関であるとされている。 
これらの機能を総合した地域の中核機関であり、住民の交流・学びに
よる地域課題解決の拠点となる施設。

公民館の始まり



公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、
実際生活に即する教育、学術及び文化に関する各種の
事業を行い、もつて住民の教養の向上、健康の増進、
情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進
に寄与することを目的とする。（社会教育法第20条）

公民館の目的



公民館の理念 
1 公民館活動の基底は，人間尊重の精神にある。 
2 公民館活動の核心は，国民の生涯教育の態勢を確立するにある。 
3 公民館活動の究極のねらいは，住民の自治能力の向上にある。 

公民館のあるべき姿と今日的指標
（1967年7月　全国公民館連合会）

公民館の役割 
1 集会と活用（つどう） 
2 学習と創造（まなぶ） 
3 総合と調整（むすぶ） 

公民館の理念と役割



 那覇市若狭公民館



　那覇市若狭公民館   1992年度　那覇市若狭公民館開館（直営）
2004年度　非常勤館長を採用（直営）
2009年度　第3回全国公民館ホームページコンクール最優秀賞
2010年度　一部業務委託制度を導入（NPO地域サポートわかさが受託）
　　　　　 第3回全国公民館報コンクール優秀賞
2011年度　第4回全国公民館ホームページコンクール最優秀賞
2013年度　第5回全国公民館ホームページコンクール優秀賞
2015年度　NPO地域サポートわかさが指定管理者となる
　　　　　 第1回全国インターネット活用コンクール最優秀賞
2016年度　第6回全国公民館報コンクール優良賞
2017年度　第2回全国インターネット活用コンクール最優秀賞
　　　　　 第70回優良公民館表彰「最優秀館」
2018年度　第7回全国公民館報コンクール最優秀賞
　　　　　 第9回地域再生大賞優秀賞
2019年度　第3回全国インターネット活用コンクール最優秀賞
　　　　　 社会教育法制定70周年記念事業記念講演（文部科学省）
2020年度　第8回全国公民館報コンクール銀賞
2021年度　第4回全国インターネット活用コンクール金賞
2022年度　第9回全国公民館報コンクール銀賞
　　　　　 国際交流基金地球市民賞、琉球新報活動賞
2023年度　第5回全国インターネット活用コンクール金賞



　若狭公民館エリア概況   

天妃小

若狭小

那覇小

曙小

那覇市全体 
人口：約３１万人 
人口密度：約7,668人／㎢ 
中学校：１７校 
小学校：３６校 
公民館：７館

若狭公民館エリア 
人口：約３５,６００人 
世帯数：約２１,０００世帯 
自治会加入率：１０,４% 
中学校：２校 
（上山・那覇） 
小学校：４校 
（天妃・若狭・那覇・曙） 



琉球王朝時代から
海の玄関口として栄
え、戦後は埋め立
てによる開発が進
められた。 
古い文化と新しい
コミュニティ両方
の側面がある。

　若狭公民館エリア概況   



住⺠登録	
世帯数

⾃治会加⼊	
世帯数 ⾃治会数 １⾃治会あたり

平均加⼊世帯数
加⼊率	
（％）

地　
域

本庁地区 54,908 6,484 49 132 11.8%

真和志地区 53,502 5,218 42 125 9.8%

⾸⾥地区 25,375 6,708 39 172 26.4%

⼩禄地区 28,075 4,590 21	 219 16.3%

計 161,860 23,001 151 152 14.2%

若狭公民館エリアの自治会加入率　10.1%（令和6年5月現在）

本庁地区
の中でも
さらに低い

　若狭公民館エリア概況   



自治会加入世帯 未加入世帯

地域活動と関わりのない人がほとんど

つまり、⾃治会未加⼊率 89.9%
　若狭公民館エリア概況   



＜参考＞ 生活保護率 
　　　　 全国　1.64%（2019年）／ 沖縄　2.56%（2019年） 
　　　　 子どもの貧困率 
　　　　 全国　13.5%（2018年）／ 沖縄　29.9%（2014年）　

若狭公民館エリアの生活保護率　 6.00%
（那覇市　3.97％）

生活保護率が高く困窮世帯も多い

　若狭公民館エリア概況   



県内有数の歓楽街 居酒屋・スナック・キャバクラ・ 
ラブホテル・ソープランドなど…

松山・辻・前島など、エリア内に県内有数の歓楽街を有している

　若狭公民館エリア概況   



夜間働く女性が多い
那覇市内の夜間保育園の 
ほとんどがこのエリアに集中 
母子世帯も多い

　若狭公民館エリア概況   



急増する外国人労働者・留学生
■外国人増加率は、全国15位 
　（市町村自治体別／2020年までの過去5年間） 
・那覇市在住外国人住民 5,666 人／3,864世帯（2024年3月現在） 
■那覇市内で最も多い外国人はネパール人 　  
・在住ネパール人 2,530 人 （2024年1月現在）　  
・若狭公民館エリア内に日本語学校および寮がある

　若狭公民館エリア概況   



防災・減災

海抜の低い海岸線に面し
た地域なので、津波や浸
水の不安がある

　若狭公民館エリア概況   



■ 自治会加入率が低く地域のつながりが希薄 
■ エリアが広く公民館に足を運べない人が多い 
■ 生活困窮世帯が多く、子どもの貧困率も高い 　  
■ 急速な外国人住民の増加による住民との軋轢 
■ 海抜が低く、防災・減災に不安がある

　若狭公民館エリアの課題   



在留外国人と
地域住民との軋轢

格差の拡大

地域コミュニティの
希薄化

独居高齢者の
見守り

環境美化
貧困

地域の担い手不足
孤立

子どもの居場所

感染症予防
差別

防災・防犯

課題が複雑化・深刻化する地域社会



課題解決には特効薬はない！

・地域住民が自治的（主体的・継続的）に取り組むことが重要 

・一人ひとりの“やりたい！”に寄り添い、後押しをする

課題が複雑化・深刻化する地域社会



地域
課題 魅力

孤立貧困

格差

差別

担い
手

空洞
化

楽し
い仲間

美し
い

非日
常

学び 感動
必要課題 要求課題

地域住民が主体的・継続的に取り組むために



課題解決≒価値創造



現象 何が起こっているか？

問題 ビジョンと現状とのギャップ 
何が困るのか？

課題 何に取り組めばいいか？？

企画づくりの前に（現象・問題・課題の違い）



ビジョン

現状

ありたい姿・理想像 
（目的地）

現在の状況（現象）

ビジョンと現状との
ギャップ問題

課題設定



ビジョン

現状 現在の状況（現象）

ビジョンと現状との
ギャップを埋めるため
にやるべきこと

課題

課題設定

ありたい姿・理想像 
（目的地）



ビジョン

現状

ありたい姿（目的地）

（現在地）

現在地から目的地に
向かうには、いく通
りものルートが考え
られる

課題設定 
＝ルート選び
リソースに 
よっても 
ルートは変わる

現状把握



ビジョン
ありたい姿（目的地）

現状
（現在地）

ズレ
現状認識が不十分だ
と課題解決に向けて
取り組んでも目的地
には到達できない

現状把握



現状

ビジョン・ありたい姿

課題設定力

企画力 実現する力 
（ビジョンの共有・対話・協働）

課題解決・価値創造



ターゲット 
事業

取り組むテーマ、対象者の周辺にはさまざまな関係者（ステークホルダー）がいます

ステークホルダーを意識する（環境的俯瞰）

地域住民

ボランティア

業界団体

地域団体

行政機関

研究機関

関連施設

専門家

NPO

企業



事業 
イベント

成果・波及効果

目的
ありたい姿

実施・結果企画からの参画・協働
（次への展開）

結果だけではなく、プロセスそのものを大事にする

ゴール？

プログラム（講座・イベント）の後を意識する（時間的俯瞰）



■ 情報発信の強化 
■ 多様な主体との協働 　  
■ 楽しく学べる防災イベント 
■ 公民館から遠い地域に対するアプローチ 
■ 多文化共生の取り組み 
■ 多様な子どもの居場所と体験活動

　地域課題に対応する取組   



［TED］ムーブメントの起こし⽅

TEDトークにて、デレク・シヴァーズが行なった「社会運動の起こし方」において
語られる最初のフォロワーの重要性

「やりたい！」「何とかしたい」という思いの後押し
https://youtu.be/IdULdrNAlNs



「広報」（Public Relations） 
　Public　　＝　公衆  
　Relations ＝　関係（より良い関係） 
　つまり 「信頼関係」を築くこと



「広報」と同じく重要なのが「広聴」 
 「広報」　⇨　情報発信  
　・事業内容や活動状況などを一般の人に広く伝え 
　　理解を求めること 

 「広聴」　⇨　情報収集 
　・社会の意見や要望を聴くこと



　若狭公民館の情報発信   
広報誌「広報わかさ・むすぶ」 
A４  6ページ フルカラー／隔月発行
（12,000部） 
  
・中学校２校・小学校６校全児童生徒 
・新聞折込（6,200部） 
・公共機関  
・那覇市役所全部署各課  
・銀行・郵便局等窓口  
・カフェ・スーパー



　若狭公民館の情報発信   
インターネット活用 
・ホームページ  
・ブログ(公民館つれづれ日記・他3つ)  
・Facebook(若狭公民館ページ・他4つ)  
・ツイッター  
・インスタグラム  
・公式LINE  
・YouTubeチャンネル(3つ)  
・メールマガジン  
・オンライン講座 



　若狭公民館の情報発信   
【ホームページ】 【ブログ】

【Facebook】 【YouTube】

【その他SNS等】 【LINE】

ホームページ 公民館 
つれづれ日記

公民館 
プログラムのたね

リッカ！ 
ヤールーキャラバン！なは防災キャンプ

若狭公民館 うみそら上映会 パーラー公民館 若狭公民館 
地域サポートわかさ みんなの公民館 アートと社会教育

Instagram うみそら上映会 
Instagram

X 
（旧ツイッター） 公式LINE LINEスタンプ

【アプリ】

iOS用 Android用

※インターネット活用



防災の取り組み



　リッカ！ヤールーキャラバン！   防災プログラム×おもちゃの交換会

阪神淡路大震災10周年に生まれた「イザ！カエル
キャラバン！」の沖縄版として開発。多様な機
関・団体・個人が関わりながら共につくりあげる

地域特性（海沿いで海抜が低い）を
踏まえ、防災講座を実施するが、特
定の人しか参加せず広がらない



天妃小2年生の「生活」の時間で公民館のお仕事について紹介すると同時に、公民館で取り
組んでいる子ども向け防災プログラムを体験

　リッカ！ヤールーキャラバン！＠天妃小学校   



　なは防災キャンプ   多様な主体と協働しながら、季節ごとに環境を変えて実施

行政機関、防災専門家、キャンパー、ペットコミュニティ、障害当事者、子育て支援等と協働



　なは防災キャンプ   多様な主体と協働しながら、季節ごとに環境を変えて実施

キャンプと防災訓練（擬似避難所体験・防災まち歩き等）をかけ合わせて楽しく防災を学ぶプログラム 
季節ごとに会場や環境、条件を変えて開催。４つの小学校区で多様な機関・団体と協働で取り組む



　なは防災キャンプ   

災害時、医療的ケア児・者（心身の機能に障害があり、呼吸や栄養摂取、排泄などの際に、医療機器
やケアを必要とする方）が避難所にきたことを想定してロールプレイで演ずる即興演劇ワークショップ

劇団Team Spot Jambleとの協働　　



　なは防災キャンプ（ワールドカフェ）   

各テーマ（高齢者福祉・子ども・ボランティア受入・食事・被災時行政手続き・ペット・心のケア・
観光客・障害者・外国人）に対する不安や意見、提案などについて話し合った



パーラー公民館



　パーラー公民館   公園を拠点に展開する移動式屋台型公民館

困窮世帯が多く子どもの居場所の不在など
課題が多く、生活圏に公民館がない地域か
ら聞こえてきた「公民館が欲しい」という声

建物ではなく「つどう・まなぶ・むすぶ」
機能を発揮することで、『公民館』と
名乗る取り組み



生活圏に公民館のない地域に出向き「つどう・まなぶ・むすぶ」機能を発揮するこ
とで『公民館』と名乗る移動式公民館

まなぶつどう むすぶ

　パーラー公民館   



・自治会加入率が低く、地域コミュニティが希薄 
・高齢者率が高く、年少人口率が低い 
・生活困窮率が高い 
・公民館や児童館がなく、放課後の居場所がない 
・社会教育施設や公共福祉施設がなく、多様な人 
　が出会う場や特技を生かせる機会がない

曙地区の状況 
自治会加入率 9.7％（那覇市19.0%） 
生活保護率　  7.8％ 
（全国1.71％ / 沖縄県2.5％ / 那覇市3.64%） 

曙にも 
公民館が 
ほしい！

※2015年頃のデータ



地域コミュニティ 公民館のあり方

▪地域課題に対する取り組み 
▪多様な関係性や新しい繋がりづくり 
▪自治的な場づくり

▪現代に応じた公民館のあり方を再考 
▪公民館の可能性を開く 
▪公民館の新しいカタチを提案



むすぶまなぶ

人が集い / 楽しく学びあいながら / 生活課題・地域課題に取り組む

集会と活用 学習と創造 総合と調整

公民館の３つの役割

つどう



　パーラー公民館   多様な主体との連携・広がり

子ども食堂 移動図書館（若狭図書館）

パーソナルサポートセンター まちづくり協議会・小学校・PTA



　パーラー公民館   



　パーラー公民館   

運営主体を地域に移行。コロナ禍でも屋外での交流拠点して助成金を活用し展開



「あおぞら協働センター」
静岡県浜松市

「ドコミンカン」
熊本県熊本市

「わいわい広場」
島根県益田市

「アウトドア・公民館」
島根県飯南町

全国パーラー公民館サミット in 那覇 
開催！

11/22 
~24

11/22 
（土）

11/23 
（日）

11/24 
（月祝）

パーラー公民館体験！

集結！全国のパーラー公民館
事例紹介：浜松市 / 熊本市 / 益田市/ 飯南町

対談：小山田徹×牧野篤

×

パーラー公民館監修
京都市立芸術大学学長 大正大学教授

アフターカンファレンス 
まち歩き

那覇市曙で地域の方が運営するパーラー公民館を体験します



子どもの居場所と体験活動



　若狭ちむどんどん太鼓   

放課後子ども教室として取り組んでいる創作エイサー。週2回練習を行い、地域行事等で披露
している。最近は中高生が子どもたちを指導する場面もみられる。



　ジュニアジャズオーケストラ   プロの音楽家による子どもの居場所

専門性（音楽）を活かした子
どもの居場所について相談

助成金活用や企業協賛を募ることで、月謝不要、自前の楽
器不要、手ぶらで参加できプロミュージシャンから学べる



　うみそら上映会 in 若狭   実行委員会が企画運営する手づくり野外上映会

地域出身の若者から思い出の
野外上映会をしたいと相談

実行委員メンバーを募り、公園管理者や動画コンテンツ
提供者等と調整・連携し、夏の期間毎月一回実施



　学習支援「土曜朝塾」   教員志望の大学生による学習支援　　

学習支援を通じたインターン
プログラム開発について相談

事前研修、探究授業の実施、振返り等、学習支援を通じ
て学生自身が学べる。10～12月の毎週土曜日に実施



　オンライン学習支援   学生団体・キャリア教育コーディネーター・ 
まちづくり協議会との協働　　

PC,Wi-fi 
無料貸出 学習会 探究学習

毎週土曜日、1週間の
学習計画を立て家庭学
習支援を行う

学習会の後、教員志望
の学生による探究学習
を行う

・長期休校による学習の遅れ 
・生活習慣の乱れと不登校 
・家庭環境によるオンライン格差 
・自粛期間中の閉じた人間関係

オンライン授業

平日の夕方、オンライ
ンによる学習支援を行
う

コロナ禍での長期休校で顕在化した課題に対応すると同時に、GIGAスクールを見据えた
地域での学習支援のあり方を検討するため「土曜朝塾」にオンラインを取り入れた

コロナ禍での課題



　南の島の南極教室   南極観測隊OB沖縄支部

転勤で沖縄勤務になった南極観測
隊OBからボランティアの申し出

南極昭和基地と中継して、南極での生活や仕事の内
容等について学んだ。以降、毎年OB会主体で実施



トヨタ自動車の社会貢献活動。子どもたちの理科離れに対する取り組みで、エンジニアの融
資によるトヨタ技術会メンバーが講師を務める科学工作教室。

　トヨタ・科学のびっくり箱！なぜなにレクチャー



　歴史案内板を活用した地域学習＠若狭小学校   

若狭小学校区まちづくり協議会と共催で地域の歴史を未来に繋げることを目的に歴史文化に
関する案内板を作成設置。地域の案内人を育成、今後は地域学習の授業で活用を図っていく



・コミュニティ・スクール導入に合わせた１中学校・３小学校連携の地域学校協働活動 
・各校区のまちづくり協議会で展開するボランティアと探究学習をかけ合わせた部活動

　地域部活動「なはまちづくり部 」  



　地域部活動「アート部 」  

・美術部がない那覇中学校・上山中学校の生徒を対象とした地域の部活動 
・教員の働き方改革に向けて文化系部活動の地域移行を目指す取り組みの一つ 
・各学校長、美術教員とも連携、情報共有しながら取り組んでいる 
・不登校生徒の居場所になるほか、学校を超えた交流活動の場になっている



　若狭児童館と連携した子どもの居場所事業   

若狭児童館 若狭公民館

■若狭児童館と若狭公民館が連携し、それぞれの特性や強みを生かした居場所を提供 
■子ども一人ひとりの特性や状況を記録分析し、関係機関と連携して適切な支援へ繋げる 
■これまで培ってきたネットワークを活かした地域資源の活用により包摂的に支援する 
■事業を通して多様な関係性を築き、子どもやその家族の孤立を防ぐ 
■文化的な体験活動を通して自己肯定感や自己有用感を育む



・児童館長
・公民館長
・寄り添い支援員
・民生委員児童委員
・専門家（キャリア教育等）
・体験活動事業者
・学校（養護教諭等）

　子どもに 
　優しいまち   

公民館

食の提供

学習支援

子どもカルテ

実態把握

フードバンク
社会福祉協議会
子ども食堂

児童館・公民館が連携する居場所

情報共有

連携•支援
分析
活用

朝食会

ELIPO
（英会話）

土曜朝塾 ジュニア
ジャズ

子ども
映画祭
KIFFO

興味関心に基づく
体験活動の提供

アートな
部活動

創作
エイサー

※地域資源(協働事業者)の活用

野菜畑

栽培•収穫

地域人材による
キャリア講話

宿題
お助け隊

野外炊飯 生活支援
（家事）

地域行事
実行委員

海岸清掃

性教育

・各学校
・保護管理課
・教育相談課
・子ども政策課
・生涯学習課
　等

児童館・・・先入観なく誰でも利用できるフラットな居場所
　　　　　　日常的な生活支援や学習支援
公民館・・・必要に応じて個別対応
　　　　　　興味関心に基づき地域資源を活用した体験活動

子どもに優しいまち
～Child Friendly Town～

地域連絡会議（仮）

連携

調整

各関係機関

月～金 10時～20時 / 土曜日 10時～18時 



　食事支援・ 
　クッキング   

・月～金は夕方に軽食支援。土曜日や長期休業中は昼食支援を行う。 
・調理や下ごしらえの手伝い、配膳、洗い物などは子どもたちが協力して取組む。 
・季節野菜の収穫体験なども行い、活動を通して食育にもつなげている。 
・児童館OBの調理師専門学校生によるバレンタインクッキングなど世代間交流 
　とキャリア教育の場にもなっている。



　学習支援  

・夕方の軽食提供後には、みんなで宿題に取り組むことで、楽しく学習する。 
・12月～2月は「水曜自習サポート」として教員志望の学生から勉強を教わった。 
・3月以降「ジューシー塾」として、地域の大学生による学習支援を継続。



　体験活動  

・渡嘉敷の自然体験では、海洋研修を行いサンゴを間近で見学。 
・野外炊飯では、グループで話し合い、買い物や火おこし、調理にチャレンジ。 
・キャンプ体験では、テント張り、薪割り、野外調理を体験。 
・市子連ジュニアリーダーの研修、地域の中高生のサポート、多世代交流で実施。



　地域連携会議  

「子どもに優しいまち」を目指して、児童館・公民館はもちろん、学校、行政機
関、地域の子どもに関わる団体による情報共有・意見交換の場を設けている。

児童館・公民館・若狭小校長・天妃小校長・那覇中校長・上山中校長・寄り添い支援員・
主任児童員・自立支援員・保護管理課・主任児童員・アート部・若狭ちむどんどん太鼓・
無料英会話ELIPO・ジュニアジャズオーケストラ・若狭松山旗頭実行委員会、etc…



地域の各団体が連携し、参加のハー
ドルを低くする体験イベントを実施 
「体験格差」解消に向けた取り組み

　夏休み体験ウィークスタンプラリー  



多文化共生の取り組み



夜中の話し声が
うるさい！

自転車の運転が危険！
交通ルールを守ってほしい！

ゴミの分別マナーが
なっていない！

たむろしていて
なんだか怖い…

なんだか急に増えて
いるのが不安…

地域住民と外国人の軋轢



　愛のチョコレート講座   沖縄NGOセンターとの協働

バレンタインデー直前に開催したヴィーガンのチョコレートづくり 
ガーナ在住の海外青年協力隊員とネット中継し、カカオ栽培の児童労働についても学んだ



　ネパール人コミュニティとの出会い   

設立間もない沖縄ネ
パール友好協会のメ
ンバーを紹介いただ
き、カレーライスを
食べながら情報交換

「愛のチョコレート
講座」打ち合わせ時
に外国人に対して不
寛容な社会に対する
問題意識を共有



　ネパール・ニューイヤーパーティー   沖縄ネパール友好協会との協働

ビクラム歴の正月（西暦4月）に合わせて新年パーティーを実施 
留学生と地域住民が企画・運営に関わり共に作り上げる

在住外国人と地域
住民との軋轢



　波及した交流事業   多様な団体とのコラボで交流イベントを企画実施

やさしい日本語カルタで学ぶ防災ワークショップ 地域のお祭りに参加（ネパール芸能・料理）

映像制作・発表を通じて交流（ユーチュー部） ネパールの家庭料理教室



　ユーチュー部   

映像制作・発表を通じて交流（ユーチュー部）
東京在住のアーティストからオンラインで指導を受けながら、在留外国人の生活者目線で地域を紹介す
る映像を制作ワークショップ。外国人と日本人が映像制作、作品鑑賞を通して交流する



　ネパール留学生食糧支援   

沖縄ネパール友好協会は他NPOと連携し、ネパール人留学生への食糧支援実施（2020年6月4日）

沖縄ネパール友好協会との協働



　外国人新型コロナ対応・防犯   

沖縄ネパール友好協会からの相談を受け、行政担当課・警察・感染症専門医などとの情報交換会を実施
その後、沖縄県コロナ対策本部との連携につながった

沖縄ネパール友好協会・他との協働



　外国人対象コロナセミナー   

新型コロナウィルスに関する情報や行政等の対応、素朴な疑問などについてやさしい日本語で情報発信
感染症専門医の講話に音楽ライブ演奏も交え、楽しい雰囲気でざっくばらんな場をつくった

観光危機管理研究所との協働

YouTubeライブ配信



　グローバルパラソル市民会議   多文化ネットワークfuふ！沖縄との協働　 （外国人×地域住民×市議会議員）　　

文化や慣習の違い、言葉の壁・制度の壁などから困りごとを抱えている外国人が多くいるなか、 
人権が尊重され、誰もが心豊かに安心して暮らせるまちづくり（多文化共生社会の実現）を進める
ために課題や疑問、提案等について語り合う場を創出。その様子をYouTubeにてライブ配信した



　ネパール献血者協会1周年イベント   

ネパール献血者協会設立1周年＆世界献血者デーに合わせて共催イベントを開催 
寸劇なども交え、献血の重要性と外国人でも献血しやすい環境への提言を発信

ネパール献血者協会との協働



　ネパール献血者協会3周年イベント   

ネパール献血者協会設立1周年に引き続き、2周年、3周年も世界献血者デーに合わせて共催イベント
を開催。今年は高校生や様々な機関・団体の協力のもと、県庁前にて啓発の呼びかけを行った

ネパール献血者協会との協働



　多文化カフェ・わかさ   NPO法人ちゅらゆいとの協働 
（夜間の外国人の居場所づくり）　　　

若者・引きこもりの居場所、支援事業を行うNPO法人が取り組む「夜間の居場所事業」と連携して、
外国にルーツを持つ方の居場所として実施。これまで協働した当事者団体や支援者のほか、来沖し
たばかりで友人がいない方が集うようになり、公民館のサークル体験などとの交流も生まれている



　多文化カフェ・わかさ   ユーチュー部 in 多文化カフェ・わかさ　　　

「ユーチュー部」を多文化カフェとコラボ実施。台湾人とネパール人の交流が生まれたり、知り
合った者同士で食事に出かけるようになるなど、より多様な関係性につながっている。



ロビー利用の小中学生や国際交流に関心のある高校生との交流が生まれているほか、多言語研究者
（スペイン人）による語学講座、日本語の読み書きができない方対象に日本語勉強会などにも展開。
留学生対象にキャリア形成やメンタルヘルスに関するオリエンテーション企画の相談も持ち込まれる

高校生

スペイン人
アメリカ人

キューバ人・日本人 
の夫婦

スタッフ
カナダ人

中国人 
（中学生） アート部部員の参加

日本語の勉強

アート部部員（中学生）との交流

日本語の勉強

　多文化カフェ・わかさ   

多文化クッキング



　若狭公民館情報アプリ   「多文化カフェ・わかさ」利用者が開発　　

iOS用 Android用



チームAMMA（アンマー）は、朝食会を開催しながらネパール人の口に合う防災食のアレンジレシピ
開発を行うとともに、防災に関する知識や情報を伝えながら仲間づくりを行っている。

team AMMAとの協働　　　ネパール人学生への防災啓発   team AMMAとの協働



　なは防災キャンプ   

防災訓練とキャンプを掛け合わせた防災イベント。年4回、各季節ごとに環境を変えて実施。行政機
関、防災専門家、キャンパー、ペットコミュニティ、障害当事者、子育て支援団体等も連携している。 
最近はネパール人コミュニティ等とも連携、協働している



　イベントにあわせた無料健康相談・法律相談   

「ネパール・ニューイヤーパーティー」にあわせて無料の健康相談・法律相談コーナーを設置 
それぞれ述べ15名・5名が利用。病院への紹介状、弁護士への相談引き継ぎが各1件ずつあった

協力：沖縄県立中部病院、一般社団法人観光危機管理研究所、真喜屋法律事務所　



コロナ禍で見えた地域課題と 
協働パートナーの取り組み



・公共施設（利用制限） 
・学校（休校） 
・会合（自粛）　 
　など

・サークル活動 
・行事・イベント 
・講座・勉強会　 
　など

場 機会 生活

・仕事 
・収入 
・健康 
・多様な人間関係 
　など

新型コロナウィルス感染症拡大で失ったもの



・生活に大きな影響があった人とそうでない人 
・不寛容な社会のありようが明らかに 
・非常時は社会の弱いところが顕在化する 
・コミュニティ・つながりの重要性を再確認 
・つながりの中には、誰がいて誰がいないのか想像力 
　を持って取り組む必要性 
・伝統行事・地域活動の停滞による地域力の低下

コロナ禍で見えてきた課題



　高齢者ワクチン接種予約サポート   

小学校区まちづくり協議会と協働して、高齢者対象にオンラインでのワクチン接種予
約のサポートを行った（2020年8月）

小学校区まちづくり協議会との協働



　オンライン学習支援   学生団体×キャリア教育コーディネーター×まちづくり協議会　　

PC,Wi-fi 
無料貸出 学習会 探究学習

毎週土曜日、1週間の
学習計画を立て家庭学
習支援を行う

学習会の後、教員志望
の学生による探究学習
を行う

・長期休校による学習の遅れ 
・生活習慣の乱れと不登校 
・家庭環境によるオンライン格差 
・自粛期間中の閉じた人間関係

オンライン授業

平日の夕方、オンライ
ンによる学習支援を行
う

コロナ禍での長期休校で顕在化した課題に対応すると同時に、GIGAスクールを見据えた地域での学習
支援のあり方を検討するため「土曜朝塾」にオンラインを取り入れた

コロナ禍での課題



　コロナ禍における地域防災調査検証   災害プラットフォームおきなわ　　

防災キャンプ中心メンバーが一般社団法人災害プラットフォームおきなわ（DMPO）を設立 
助成金を活用し、コロナ禍での避難所や地域防災についての調査検証事業を行っている



　シングルマザー向け子育て講座   しんぐるまざあず・ふぉーらむ沖縄と連携
シングルマザー対象子育て講座

会員増加をきっかけに当事者に 
よる相談会を定期的に開催

支援者向け研修会を開催

寡婦控除保育料みなし適用の 
後押し（シンポジウム・勉強会）

寡婦控除保育料みなし適用実現

キャラ弁作り DVから身を守る護身術

寡婦控除に関する勉強会 家族のカタチと人権について



　シングルマザー食品お渡し会   しんぐるまざあず・ふぉーらむ沖縄との協働　　

若狭公民館で毎月「おしゃべり会」を設けている「しんぐるまざあず・ふぉーらむ沖縄」は、非正
規雇用の母子世帯向け食糧支援を実施。臨時休館中の公民館を開け、後方支援（2020年4月）



　ネパール留学生食糧支援   沖縄ネパール友好協会との協働　　

沖縄ネパール友好協会は他NPOと連携し、ネパール人留学生への食糧支援実施（2020年6月）



実は、コロナ禍で困りごとを抱えたシングル
マザーや在住外国人の状況を従来型の地縁コ
ミュニティは把握していなかった。

日頃から「つながり（かかわり）」のない人
については、非常時に状況確認することは
おろか、想像することもできない。



想いや特性を活かした協働事業で成果を得ることが
できた協働パートナーは、エンパワーメントされ、
コロナ禍において自発的・主体的な活動を行なっ
た。公民館は、その相談に乗り後方支援に努めた。 
これが「自治を育む」ことにつながっている。



コミュニティとは、利害をともにする共同体 
価値観が近く均質性の高い 
→ 安心できる居場所



つながり → しがらみ

コミュニティとは、利害をともにする共同体 
価値観が近く均質性の高い 
→ 一元的・排他的アイデンティティ



つながり ≒ しがらみ



つながり ＞ しがらみ



高齢者見守り
環境美化

交通安全

子どもの 
安全・安心

防災

親睦事業

介護予防

防犯

伝統芸能継承

地縁コミュニティ

地域

自治会加入率 80%

地縁組織と地域コミュニティ



孤立しがちな人々

高齢者見守り
環境美化

交通安全

子どもの 
安全・安心

防災

親睦事業

介護予防

防犯

伝統芸能継承

地縁コミュニティ

地域

自治会加入率 15%

地縁組織と地域コミュニティ



孤立しがちな人々

自治会加入率 15%

高齢者見守り
環境美化

交通安全

子どもの 
安全・安心

防災
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地域の中にある多様な小さなコミュニティを
顕在化し、それぞれの活動を広げることで、
地域全体がゆるやかにつながる



「人が自己の人格を磨き、豊かな人生を送ること
ができるよう、その生涯にわたって、あらゆる機
会に、あらゆる場所において行われる学習」 

(※教育基本法)

・学校教育　・スポーツやレクリエーションを含む社会教育　 
・家庭教育の場での学習　・読書など自己で行う学習　 
・文化活動やボランティア活動を通じての学び 
　などあらゆる「学習」を包含した概念。

生涯学習とは



生涯学習とは、社会状況やライフステージの変

化に応じて学び続けること。つまり学びを通し

て価値観を更新し、新たな自分に出会う営み。

生涯学習とは



「学びと活動の循環」 
× 学び（インプット）→ 活動（アウトプット） 
○ 実際生活に即した取組を行う中での学び 

意図する学び／意図しない学び 
意図しない学びに対しても意識的である必要

生涯学習の拠点施設として



ソフト（学習プログラム）ではなく、 
OS（意図しない学び・主体的な活動が起
こりやすい環境）をつくる

生涯学習の拠点施設として



公民館には（だからこそ）、 
年齢・性別・国籍・出身・思想・宗教・文化背景・ 
収入・能力・職種・病気の有無・障害の有無… 
など、あらゆる属性や社会的立場に関わらず、多様
な人が集い、学びあえる場としての可能性がある。



多様な主体と協働し、 
つながり（かかわり）が薄い人の存在を
顕在化する（旗を立てる）ことで、 
想像力を刺激する

生涯学習の拠点施設として



パーラー公民館の3年間（PDF） 
那覇曙地区を拠点とした移動式屋台型公民館「パーラー公民館」 
の3年間を振り返り、留意した点などをまとめたもの 
https://cs-wakasa.com/pdf/parlor2017-2019.pdf

企画づくりのじゃばら手帳 
地域課題の把握から企画立案、評価までの思考の流れを手帳に
書き込むことで整理されるロジックモデル作成の手引書 
https://cs-wakasa.com/kouminkan/shop/

アート×社会教育（PDF） 
アーティストと開発する社会教育プログラムとして取り組んだ
「アートな部活動」の実践と成果や課題などをまとめたもの 

https://cs-wakasa.com/program/wp-content/uploads/2022/02/workbook2022_wakasa.pdf

若狭公民館の取組情報



コクリコ｜公民館がすごいことになっていた 
講談社子育てWEBマガジン 
https://cocreco.kodansha.co.jp/cocreco/general/childcare/altogether/Ti7FH

沖縄CLIP 
つどう・まなぶ・むすぶ。《若狭公民館》 
ブログ＆TVアーカイブ（3分30秒×5本）
https://www.okinawaclip.com/post/tv-wakasa_kouminkan/

りゅうぎんグッドニュース 
「地域で祝うネパールの新年祭」 
RBC放送（2025.5.10／3分30秒） 
https://youtu.be/lrWJWkADSAo

若狭公民館の取組情報（ブログ＆動画紹介）



公民館と私／可能性の物語り 
全国公民館連合会制作（2020／17分35秒） 
https://youtu.be/cVU02DjyblM?si=SfNjcoGgL2E8Sqgp

ウチナー紀聞｜街の公民館 
～「つどう・まなぶ・むすぶ」が育む地域愛～ 
RBC情報ドキュメント番組「ウチナー紀聞」 
若狭公民館の取組部分を抜粋（2019／11分55秒） 
https://youtu.be/16UbUkvUDQo?si=CWSh721YOIgIJXqO

国際交流基金地球市民賞紹介動画 
国際交流基金地球市民賞表彰式にて上映された活動紹介動画 
国際交流基金制作（2023／5分5秒） 
https://youtu.be/dNIDm5Pu75A?si=zG400zXUVAachKJe

若狭公民館の取組情報（動画紹介）


